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 先日、編集長の新刊「家族理解の教科書 

graphics」が発刊され、5 月 13 日には発刊

記念のオンライントークライブが開催され

ました。私も申し込んだつもりでしたが、ラ

イブ当日になっても Zoom の URL が届か

ない状況で、よくよく確認すると購入した

ものが「アーカイブ視聴チケット」となって

いたことに気がつきました。というわけで

ライブ視聴はできず、後日アーカイブで視

聴することになったのですが、トークライ

ブを視聴してみると、現在関わっている発

達相談や子育て支援事業の中で感じていた

ことと符合するところがたくさんあったの

で、今回は新刊の内容と発刊記念トークラ

イブからの自分なりの気づきについてまと

めてみようと思います。もちろん、この連載

記事を通して興味を持って頂けたら、「家族

理解の教科書 graphics」も手に取って頂き

たいです。 

 

立場が変われば… 

 トークライブの中で、相談を受ける場や

立場によって相談される内容が変化する、と

いう話が出てきました。このことは、自身に

も確かに覚えがあることでした。2020 年ま

で私は民間の社会福祉法人で仕事をしてい

て、2020 年以降は大学で教員をしながら、

小児科で非常勤心理士として相談業務に携

わっています。その中で、2020 年以前と以

後とでは、少し受ける質問の質が変わった

気がしていました。医療機関で仕事をして

いる現在は、子どもの症状の原因や予後の

見通し、解決方法について尋ねられること

が多くなっている気がします。私自身は、ど

ちらかというと福祉的な観点や姿勢とのな

じみがよいと思っているので、なるべく医

療者っぽくならないように、起こっている

事態に対して、解決よりも改善を、制圧する

よりも付き合うことを優先して相談にあた

ってきたように思います。 

 

子育て支援での相談で感じた“不安”？ 

このような相談内容の変化については、

子育て支援の事業に関わっている時にも感

じました。少し前まで、私自身は「現代の子

育て世代の方は不安が高い」と認識してい

ました。相談場面に限らず、調査に協力して

下さったお子さんの保護者の方からも「～

ってどうなんでしょうか？」「習い事って何

をさせたらいいですか？」など、細かな事柄

についての質問を受ける機会が多くありま

す。さらにその背景には、ひと昔前の「英才

教育志向」ではなく、「何かひとつでも子ど

もに持たせてあげたい」という切実な思い
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があるように感じられました。未来予測が

困難な時代です。自分たちよりも先の時代

を生きることになる我が子の将来に不安を

抱き、せめてもの何かを持たせておいてあ

げたいという思いが、このような質問を発

させているのだと思っていました。 

 しかし、よくよく考えてみると、少しだけ

違和感もありました。例えば、よくある質問

のひとつに「英語を習わせるのって、やっぱ

り早い方がいいですか？」という、英語教育

に関するものがあります。ほとんどの場合、

回答としては「早ければ早いほどいいとい

うわけではないと思います。やってみて、興

味がありそう（好きそう）なら続けてみても

いいんじゃないでしょうか」という、ほとん

ど何の答えにもないようなことを言ってい

ます。経済的にも、人口構造などの社会状況

的にも、日本の今後がなかなか厳しそうな

ことはみんな想像しています。“日本以外で

も生きていける力を”という思いが、語学学

習に向かわせることは一定理解できます。

一方で、幼児期の英語教育が子どもの将来

をどのくらい保証するかと言えば、それほ

ど当てにできるものとも思えないですし、

保護者の方々もそんな風に信じ込んでいる

風ではありません。では、何がこの質問を生

み出しているのでしょうか。 

 

タイパ・コスパが常識の社会における子育て 

 ここで思い当たったのが、「タイパ」や「コ

スパ」という言葉です。また、近年の映画や

ドラマなどが、漫画や小説を映像化した「原

作もの」や「リバイバルもの」が多くなって

きていることともつながっている気がしま

した。 

タイパ、コスパという価値観のもとでは、

一番回避すべきは時間やお金をかけて「ハ

ズレ」を引くことでしょう。原作ものやリバ

イバルものを鑑賞する人は多くの場合、既

に原作で話の筋を知っています。つまり、話

の面白さは知っている上で「どう映像化さ

れるか」という関心や興味で、映画やドラマ

を視聴していることになります。もちろん、

映像化でコケる可能性はあるでしょうが、

素材自体は面白さが担保されているわけで、

相対的に「ハズレ」を引く可能性は抑えられ

るでしょう。 

なるべく時間や労力を抑えて最良の結果

を得ることが優先される社会になっている

わけですが、その価値観が私たちの中にも

しみ込んでいて、それによってごく日常的

な生活においても、時間や金銭を「ハズレ」

に費やすことへの忌避感が高まっているよ

うに思えます。 

 

Do the right thing か Don’t be evilか 

 先日、アソブロック株式会社の団遊氏の

ブログ（note）で次のような記事を見ました。

友人が Google を退職することになり、少し

前までとても意欲的に仕事をしていたので

驚いたという話と、友人が退職に至った背

景として、会社のポリシーが「Don’t be Evil」

から「Do the Right Thing」になったことが

影響していると話していたことが書かれて

いました。「Don’t be Evil」（邪悪になるな）

と「Do the Right Thing」（正しいことをし

ろ）は、一見するとほとんど同じ意味を指す

ように思えるかもしれません。ですが、私た

ちの社会には「邪悪でもなく、正しくもな

い」部分もとても広く存在しています。「正

しいことをしよう」というスローガンは、

「正しいこと（＝成果が確実に出ること）し
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かできない」という風に、とても不自由で息

苦しいものに感じられたのではないでしょ

うか。 

こう考えてみると、子育て支援の場で受

ける相談事の背景が見えてきた気がしまし

た。つまり、子育てにおいても「正しいこと

をする（成果の出ることをする）」という思

考に、知らぬ間にとらわれているのではな

いでしょうか。どうせ英語教育を行うなら、

より効果的で成果が出る年齢を狙いたい…

という思考が、ほぼ無意識に立ち上がって

いるのではないか、と思うのです。 

でも実際のところ、子育てほど、タイパや

コスパからほど遠いものはないでしょう。

眠たいなら寝ればいいのに、グズった末に

親も巻き込んで寝かしつけに 1 時間…、大

人のメニューとは別にわざわざ離乳食を作

ったのに全然口に入れてくれず結局廃棄す

る…という経験は、親であれば誰でもして

いることでしょう。このような回り道は、子

育てには必須のプロセスでありますが、一

方で、今の社会の価値観と照らせば「ムダ」

と言うしかないのかもしれません。タイパ・

コスパの社会は、子育てとの相性が最悪だ

なぁと思いました。 

個人的な意見ですが、子育てはたぶん

「Don’t be Evil」でよいのです。避けた方が

いい Evil は、子どもを攻撃したり支配した

りすること、くらいでしょうか。そのような

心持ちで子育てをすることができたら、子

育てはもっと自由になるのかもしれません。 

 先日の発刊記念のトークライブでも『ど

うあるべきかよりも、こういうことはやらな

い方がいい、くらいの感覚で』という言葉が

ありました。まさに、「Do the Right Thing」

じゃなくて「Don’t be Evil」で、という話だ

なぁと思って大きくうなずきました。結果

的に、団親子によってあちこちから教えを

受けた、ここしばらくでした。 

 


